
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































スト教神学叢書（6) （星雲社， 1990年）， 51-55ページ参照。
( 3) 『トリスタンとイソツレデ』は 12世紀に二つのフランス語の韻文のものが
あるが， 13世紀にはフランスでもトリスタン伝説として散文ロマンスに書き
直され，イギリスに入ってきたのは 15世紀である。日本ではフランスのト
リスタン伝説研究家ペディエによるもので，佐藤輝夫訳『トリスタン・イズ
一物語』（岩波文庫， 1953年）がある。トリスタン神話を解説したものでは，
ノレージュモン著，鈴木・川村訳『愛について』（岩波書店， 1959年）が参考に
なる。
( 4) スウェーデンの神学者ニーグレン著，岸・大内訳『アガペーとエロース，
基督教の愛の観念の研究』（新教出版社， 195463年）参照。
( 5) エラスムスは平和主義者であり，節度と中庸の精神を強調したために，
伝統の側からも反伝統の側からも非難されることになったが，ノレネサンス期
の人文主義者は総じてピューリタニズムとロマンティシズムのはざまで苦悩
をしいられることになった。エラスムスはその典型と考えられる。
( 6) アノレピ十字軍による徹底した異端狩りは宗教上の反伝統の弾圧ばかりで
なく，中世風ロマンスをも反伝統のものとして巻き添えにすることになった。
しかし，反伝統のエネルギーは抑圧しきれるものではなしのちの時代には
これがロマン主義の再浮上として陰に陽にロマンスの世界にも影響をおよぼ
すのである。
